
【取組内容②】運動会の応援ダンスを動画で全校児童に知らせる

矢板市立乙畑小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-1

【実践の目的】
運動会の応援団ダンスの動画を作成し、動画を見ていつでもどこでも練習できるようにする。

【実践内容】
①６年生が応援団ダンスを動画に撮影。
②動画をクラスルームに投稿する。
③他学年児童はそれを見てダンスの練習をする。

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
児童が動画を自由に視聴できることができ、自主的に練
習に取り組むことができた。

【使用したアプリ】
Googleクラスルーム



【取組内容④】児童のいじめアンケート・教育相談アンケートをグーグルフォームで実施

矢板市立乙畑小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-2

【実践の目的】
アンケートをグーグルフォームで行うことにより、集計・管理を簡略化し、時
間短縮を図る。職員間での結果の共有をしやすくする。

【使用したアプリ】
Googleフォーム

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
集計がすぐに行われ、結果もシート１枚にまとめられる。
集計結果をすぐに職員間で共有できたので、事後の対応
をすぐに行うことができた。

【実践内容】
①フォームで、アンケートを作成する。
②クラスルームでURLを児童に配付。
③児童はアンケートを実施する。
④アンケート結果を職員間で共有する。



【取組内容④】授業研究会をジャムボードを使って実施

矢板市立乙畑小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

【実践の目的】
授業研究会のグループワークで使用する模造紙の作成手間の削減とグ
ループ間の意見の共有をしやすくする。

【使用したアプリ】
Googleジャムボード

【実践を振り返って】
☆ICT活用が有効であった点
・模造紙作成 付箋やマジックの準備などにか
かる時間を削減できた。
・研究会後のデータの閲覧が容易になった。

【実践内容】
①係がマトリックスシートをジャムボードを使って
作成する。
②研究会参加者はジャムボード内の付箋に書
き込み、貼り付ける。
③グループ間で意見を共有する。



【取組内容②】保健室前にデジタルサイネージを設置

矢板市立乙畑小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-4

【実践の目的】
最新の情報や、保健給食委員会で作成した動画・資料等をデジタルサイネージを通して啓発して、
リアルタイムで情報を得たり、実際に体験したりできるようにする。

【実践内容】
・矢板市教育委員会からChrome book（予備機）を借用する。
・電源を確保し、廊下に設置する。
・文部科学省や日本学校保健会などから配信されている動画を保存したり、
デザインツールを活用したりして、配信するものを準備する。
・Googleクラスルームに添付する。
・ループ再生機能を使って、繰り返し視聴できるようにする。

【実践を振り返って】
・端末で啓発資料が作成できて、リアルタイムで伝
えることができる。
・姿勢をよくするストレッチなど実際に体験しながら
子どもたちが学ぶことができる。



【取組内容④】児童のいじめアンケート・教育相談アンケートをGoogleフォームで実施

矢板市立乙畑小学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-5

【実践の目的】
アンケートをグーグルフォームで行うことにより、集計・管理を簡略化し、時間短縮を図る。

【実践内容】
①フォームで、アンケートを作成する。
②クラスルームでアンケートを児童に配付。児童はアンケートを実施する。
③係がアンケートの回答をまとめる。

【実践を振り返って】
・集計がすぐに行われ、結果もシート１枚にまとめら
れ、事後の指導もスムーズに行えた。
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